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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，精神科デイケアの総合的な生活支援の中で，どのような生活支援が
 精神障害者の生活機能に効果的であるかを明らかにすることである。
　その結果，各精神科デイケアが独自の生活支援を提供していたことを明らかにした，また、生活支援の内容は
複合的で包括的な特徴であることを明らかにした。統合失調症の利用者の社会で生活する能力に効果的な支援
は，日常生活の相談やプログラムであった。

研究成果の概要（英文）：A purpose of this study was to clarify it in general daily support of the 
psychiatry daycare what kind of daily support was effective for the daily living function of users.
　As a result, we clarified that each psychiatry daycare provided original daily support. In 
addition, the contents of the daily support clarified the characteristic thing that complex, was 
comprehensive. The supports that were effective for the daily functions of the users were 
consultation and a program of the daily life.

研究分野： 看護学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　精神科デイケアは生活支援と医療を提供している。特に, 精神科デイケアの生活支援は充実している。ただ
し，生活支援は多種多様で幅広い内容でため，その支援を評価は難しい。
「精神障害者が支援を受けながら社会で生活すること」に対する精神科デイケアの生活支援の効果を共通指標と
して示すことができれば，国内外の精神科デイケアの生活支援を検討することができるようになる。それは，今
後の精神科デイケアの発展に寄与することであり，精神障害者のリハビリテーションを促進することにつなが
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
（１）精神障害者のリハビリテーションにおける精神科デイケアの重要性  
障害者総合支援法が施行され，精神障害者のリハビリテーションはこれまで以上に 重要にな

っている。精神科リハビリテーションの目標は，「精神障害者が支援を受けながら社会で生活す
ること」であるが，精神障害者の社会生活を支える施設や体制の 不十分さが問題になっている。
その中で精神科デイケアは，生活技能を身につけるなどの生活支援と，再入院の予防などの医療
を提供している。そのため，精神科デイケア は，精神保健福祉対策の施設の中で「精神障害者
が支援を受けながら社会で生活する」というリハビリテーション目標に最も適した支援を提供
している施設であるという点 で，非常に重要な施設である。  
 
（２）リハビリテーションにおける精神科デイケア研究の課題  
精神科デイケアのリハビリテーションに関する研究は，主に精神科デイケア通所者の生活技

能に対する効果や，再入院予防などの医療に対する効果について検討されて いる。しかし，精
神科デイケア通所者の生活技能への効果に関する研究は，研究者によって 着目する生活技能と，
その生活技能を測定する尺度が異なるため，精神科デイケアのリハビリテーション効果を共通
指標として示すことはできていない問題点がある。 
また，精神障害者が社会で生活す

る能力を把握する試みはなされてき
たが，生活技能や生活の質などの生
活の一部の能力しか把握できなかっ
た。2001 年に発表された ICF （国際
生活機能分類）は，「社会で生活する
能力」を生活機能いとう側面から捉
えられる ことを提言した。ICF は，
生活様式や文化の異なる国々が共通
理解する手段として， 世界から期待
されている。ただし，ICF の具体的な
活用方法については使用者に ゆだ
ねられている状況である。ICF に関
する研究が積み重ねられているもの
の，ほとんどは ICF の説明や ICF の
概念図のみを使用した研究である。 
そのため，精神障害者 の生活機能に関する精神科デイケア研究は少なく，「精神障害者が支援

を受けながら社会で生活すること」に対する精神科デイケアの効果を明らかにできていない問
題点がある。 
 
（３）申請者がこれまでに行った「精神障害者が支援を受けながら社会で生活すること」に  
対する精神科デイケア研究と今後の研究  
リハビリテーションにおける精神科デイケア研究の課題から，精神障害者の社会で 生活する

能力，すなわち生活機能を把握する尺度を開発する必要があった。ICF（国際 生活機能分類）
の概念図と分類項目を具体的に活用し，「精神障害者生活機能評価尺度（他者評価）」と，「精神
障害者生活機能評価尺度（自己評価）」を開発した（齋藤，2015 齋藤，2014 齋藤ら，2008 齋
藤ら，2007）。これらの尺度を活用し，精神障害者が 社会で生活するためには一定の生活機能
（社会で生活する能力）が必要であることを 明らかにした（齋藤ら，2013）。  
次に，精神科デイケア通所者の生活機能の経時的な変化の特徴について検討した。 精神障害

は，身体障害のように固定化された障害でなく，変化しながら全体的に 少しずつ改善していく
特徴がある。精神科デイケア通所者の生活機能も単に右肩上がり に向上するのではなく，変化
しながら少しずつ向上することを明らかにした（齋藤，2013 齋藤，2010）。生活機能の向上に
影響する生活背景の要因は，精神科デイケアに通所 していること，自分が家事を行っている，
通所目的をもっていることであった（齋藤， 2014）。精神科デイケアの生活支援は，精神科デイ
ケア通所者の生活機能に一定の効果 があることを明らかにした。  
しかし，これは精神科デイケアの総合的な生活支援の効果を示したことであり，具体的な生活

支援の何が効果的であるかを解明できていない。精神科デイケアの 生活支援は，生活技能を身
につける支援，多種多様なプログラムの提供，個人面談 によるフィードバックなど多岐にわた
る。今後の研究では，精神障害者の生活機能に効果がある精神科デイケアの具体的な生活支援を
明らかにし，その具体的な生活支援の リハビリテーション効果を明らかにする。これによって，
精神科デイケアの具体的な生活支援の評価につながることが期待できる。 
 
 
２．研究の目的 
精神科デイケアは，精神障害者が支援を受けながら社会で生活するために，重要な役割をはた

している。精神科デイケアは生活支援を提供する施設であり，この総合的な生活支援は精神障害



者が生活機能（社会で生活する能力）を維持・向上することに効果がある。ただし，総合的な生
活支援の中で，特にどのような支援が効果的であるかは明らかになっていない。  
本研究の目的は，精神科デイケアの総合的な生活支援の中で，どのような生活支援が 精神障

害者の生活機能に効果的であるかを明らかにすることである。これによって，精神科デイケアの
生活支援の評価につながることが期待できる。 
 
 
３．研究の方法 
（１）平成 28年度の研究 
平成 28 年度は精神障害者の生活機能に関する精神科デイケアの生活支援の実態を明らかにす

るために，情報収集調査と聞き取り調査を実施した。精神障害者の生活機能についての精神科デ
イケア研究は少ないため，国内国外の文献を詳細に検討した。 
 
（２）平成 29年度以降の研究 
①調査方法の検討 
平成 28 年度の調査から，各精神科デイケアは独自の生活支援を提供しており，生活支援の内

容は複合的で包括的な特徴のあることを明らかにした。統合失調症に対しての生活支援を明確
にする課題がみえてきた。そこで，精神科デイケアが提供している独自の生活支援の実態を明ら
かにするために，調査方法と調査内容を検討した。 
 

②調査の実施 
調査は精神科デイケア科長 500 名に質問票を用いた調査を実施した。質問票の内容は，社会で 

生活する能力のうち特に重要視している能力，デイケアの支援に関することなどであった。分析
は，統計的に分析した。 
 
 
４．研究成果 
（１）平成 28年度の研究成果 
平成 28 年度は精神障害者の生活機能に関する精神科デイケアの生活支援の実態を明らかにす

るために，情報収集調査と聞き取り調査を実施した。精神障害者の生活機能についての精神科デ
イケア研究は少ないため，国内国外の文献を詳細に検討した。 
その結果，各精神科デイケアが独自

の生活支援を提供しており，生活支援
の内容は複合的で包括的な特徴のある
ことを明らかにした。精神科デイケア
は，20歳代から 70歳代までの幅広い年
齢の利用者の生活背景や利用目的に合
わせて，生活支援を提供していた。精神
科デイケアを利用する人の中で，統合
失調症をかかえた人が最も多い。精神
科デイケアは統合失調症をかかえた利
用者に，プログラムや定期的な面接，会
話などを通じて複合的で包括的な生活
支援を提供していた。今後は，統合失調
症をかかえた利用者への複合的で包括
的な生活支援を明確にする必要性が明
らかになった。 
 
 
（２）平成 28年度以降の研究成果 
精神科デイケア科長500名に質問票を

用いた調査を実施した。分析対象は 106
名(有効回答率 21.2％)であった。デイケ
ア科長の年齢は 46.0±8.6 歳であり，科
長の経験年数は 5.7±5.2 年であった。  
社会で生活するために必要な能力は，

症状のコントロールや症状悪化時の対
処をできること 101 名（95.3％），規則
正しい生活をするなどの生活をする力
をつけること 100 名（94.3％），自分の
生きがいや目標をもつこと 90 名
（84.9％）の順で多かった。利用者の社
会で生活する能力に効果的な支援は，日



常生活の相談 91名（85.8％），プログラムの提供 89名（84.0％），個別面談 82名（77.4％）の
順で多かった。プログラムを検討する基準は利用者の目的別が 95 名（89.6％）と最も多かった。 
統合失調症のデイケア利用者が社会で生活するためには，統合失調症に関する自己管理能力

と日常生活に関する自己管理能力が重要だと認識していた。これらの能力を向上するために効
果的な支援は日常生活の相談，プログラムの提供であった。利用者の生活背景と生活に関する能
力は個別性が高いため，個別性を配慮した日常生活の相談が効果的だったと考える。またプログ
ラムの提供が効果的だった理由は，利用者の目的を考慮した上でプログラム内容を検討したた
めだと考える。統合失調症の利用者の社会で生活する能力に効果的な支援は，日常生活の相談や
プログラムであった。 
これまでの調査結果をふまえ，日常生活の相談，プロブラムに着目し，具体的な生活支援は精

神科デイケア利用者の生活機能にどう影響しているかを明らかにする予定である。 
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